※わかる範囲で記入してください。わからない部分は空欄で結構です。

令和　　年　　月　　日
研究成果有体物届出書（受領用）
国立大学法人浜松医科大学

産学連携・知財活用推進センター長　　殿
講座、診療科等名
有体物取扱責任者の氏名　　　　　　　　　　印
主任教員の氏名　　　　　　　　　　　　　　印
国立大学法人浜松医科大学研究成果有体物取扱細則第6条の規定に基づき、下記のとおり届出します。また、成果有体物の受領に必要な手続書類（ＭＴＡ等）に記載の各条項を遵守いたします。
１．研究成果有体物
	1
	成果有体物の名称
	

	2
	成果有体物の種類
	□材料　□遺伝子　□細胞　□微生物　□化合物　□抽出物　□実験動物　　□蛋白質　□試作品　□実験装置　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	3
	提供者の所属機関
	

	4
	所属機関の種類
	□学術研究機関　　□企業　　□寄託機関　　□その他：　　　　　　　

	5
	提供者（所属・役職）
	

	6
	成果有体物の創作者
	□提供者(本人)　　　　
□提供者以外　　→創作者／提供者との関係：　　　　　　　　／

	7
	手続担当者（所属・役職）
	

	8
	手続担当者
連絡先
	住所
	

	
	
	電話
	

	
	
	e-mail
	


２．受領条件
	1
	成果有体物の受領数量
	

	2
	成果有体物の受領対価
	□無償　　　□有償　　　　　　　　　円（消費税別）

	3
	受領にかかる経費の支払
※作製手数料，送料，梱包費等
	□なし　　　□あり　　　　　　　　　円（消費税込）

	4
	有効期間
	契約締結日　～　　　　年　　　月　　　日まで

	5
	成果有体物の受領に必要な手続書類（ＭＴＡ等）
	□なし　　　
□あり　　→本届出書に添付して提出してください


３．使用目的・使用条件
	1
	成果有体物の使用目的
	

	2
	成果有体物の使用方法
	□研究対象　（成果有体物そのものを研究・分析・評価等の対象として使用）
□材料　（研究試料，装置等を作製するための材料として使用）
□リサーチツール　（研究用の試薬・道具として使用）
□その他：

	3
	成果有体物の改変
	□改変・複製・増殖の予定はない（受領した成果有体物をそのまま使用する）
□複製・増殖・子孫を作る予定（成果有体物の子孫・派生物が生じる）
□改変せずに別の物質と混合・結合・一体化させる予定
□改変する（成果有体物を改良・修飾して新たな有体物を作製する）
□その他：

	4
	研究成果の提供
	成果有体物を用いて得られた研究成果(データ･報告書等)を提供者に
□提供してもよい　　　　□提供したくない

	5
	研究成果に基づく知的財産の取り扱い
	研究成果に基づいて知的財産(発明等)が創出される可能性は
□高い　　　　□低い　　　　□わからない

	
	
	創出された知的財産(発明等)にかかる権利を提供者に対して
□一部または全部を譲渡してもよい（共同または提供者単独の権利になる）
□独占的な実施許諾をしてもよい（他の企業等には許諾できない）
□非独占的な実施許諾をしてもよい（他の企業等にも許諾できる）
□その他：

	6
	研究成果の公表
	成果有体物を用いて得られた研究成果について公表を希望する場合には
□事前に提供者に公表内容を連絡して了承を得ることとしてもよい
□公表後速やかに公表内容を提供者に連絡することとしてもよい
□その他：

	7
	共同・受託研究の可能性
	成果有体物を提供者以外の第三者との共同・受託研究等において利用する
□予定がある　　　　　□予定はない　　　　□わからない

	8
	商業利用の可能性
	成果有体物およびその研究成果について、将来、商業目的で使用する
　□可能性がある　　　　□可能性はない　　　　□わからない

	9
	成果有体物の価値
※該当するレベルに▲を記載
	創作困難　____________________________________________　創作容易
入手困難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入手容易

	10
	その他
※提供者との合意事項，経緯等
	


